
一般廃棄物処理実態等調査について 

 

１．趣旨 

  現行の仙台市一般廃棄物処理基本計画（平成 23 年度～令和 2年度）の改定に向けた基

礎資料の収集を目的として、市内の家庭及び事業所から発生する一般廃棄物の排出実態

調査や排出行動等に関するアンケート調査、ごみ排出量の将来予測等を業務委託により

実施する。 

 

２．委託期間 

  令和元年 8月上旬頃から令和 2年 2月 28 日まで 

 

３．業務内容 

（１）ごみ排出実態調査 

    市内から発生する「生活ごみ」及び「事業ごみ」について、開封調査により組成

分析を行う。 

（２）アンケート調査 

  ① 生活ごみ排出行動調査 

    本市の市政モニター制度を利用し、家庭から発生するごみ排出量を調査し、市民

のごみ排出行動等を分析する。 

  ② ごみに関する意識調査 

    無作為抽出による市内一般家庭及び事業所を対象としたごみに関する意識調査・

分析を行う。 

（３）ごみ排出量予測・効果的施策等の提言 

（１）及び（２）の調査結果や将来人口推計等を基に、ごみ排出量の将来推計を

行う。また、ごみ減量・リサイクル施策の動向や先進的事例等から循環型社会の構

築に向けた今後の本市施策のあり方について提言を求める。 

 

４．スケジュール（予定） 

  令和元年 8 月上旬  受託者決定・契約締結 

       10～11 月  ごみ排出実態調査・市政モニター調査 

         11 月  （令和元年度第２回仙台市廃棄物対策審議会） 

       11～12 月  ごみに関する意識調査 

  令和２年 1～ 2 月  集計・分析、報告書まとめ 

         3 月  報告（令和元年度第３回仙台市廃棄物対策審議会） 

資料２ 


